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事業の背景・・・地域政策デザインスクール 宮若市チームの政策提言

・宮若市は小学校に入る前の子供をもつ世帯の隣接自治体への転出
が顕著であり、このままだとまちの活気が減少、持続可能性が懸念

・子育て世帯にとっては、子供の新たな学びの選択肢が少ない、学習塾
が少ない、保護者の送迎負担が大きいことが課題
→交通機関が脆弱な上、学校統廃合で通学距離が増加し、通学時
などの送迎負担増加（学習塾は隣接自治体へ通う生徒多数）

・この課題を総合的に解決するため、①放課後の学校を活用し、②多様
な学びの場を提供する「MUSUBUスクール宮若」事業を立上げ

<本事業の目的>
1)子供の選択肢・将来の可能性を
広げる

2)将来的には保護者の自由な時間
を生み出す



「MUSUBUスクール宮若」のポイント・・・子供が主役の放課後改革



地元企業との連携



「MUSUBUスクール宮若」の実現に向けた進め方



2022年度事業の概要（社会実装）

◆2022年度はスモールスタートとして、モデル校で英進館(株)による
①学力向上指導（算数・数学）、②キャリア教育 を実施
・モデル校は、宮田南小学校、宮田北小学校、宮若東中学校の３校
・小５：29名、中２：55名 計84名が応募

◆10/5～2/22 の間、月２~3 回、小学生は(火)、中学生は(水)
の放課後に１時間/回、計12 回の補充学習を実施
（10回は①学力向上指導、２回は②キャリア教育）

◆運営は以下３者で実施
・宮若市 ・宮若市教育委員会
・地域政策デザインスクール
宮若市チーム

◆2022年度の事業費は、全て「SDGs
地域課題解決ソーシャルビジネス事業
2022」の助成金を活用



2022年度事業の概要（社会実装）／カリキュラム

小学生・中学生共に、
全12回のうち6・12回目で
「キャリア教育」を実施



①学力向上指導（中学生）

・55名を2クラスに分けて指導
（60分/回×9回）
→降雪のため、1回中止<1/25> 

・毎回、「確認テスト」を実施、その
結果に応じてクラスを再編成し、
レベルに応じた指導
（担当教員２名は固定）

・教材は全て英進館が準備

【受講者（生徒）の声】

・教え方が上手く、分かり易い
・1時間、集中して取り組めた
・「確認テスト」の問題数が多くて大変
（初回は10分で22問）
・自宅で復習したい



①学力向上指導（小学生）

・北小10名、南小19名でクラスを編成
（60分/回×9回）
→降雪のため、1回中止<1/24>

・毎回、「確認テスト」を実施
（担当教員２名は固定）

・教材は全て英進館が準備

【受講者（生徒）の声】

・とても分かり易い
・算数は難しいが、少しコツが分かった
・1時間はあっという間だった



②キャリア教育（中学生）

・55名を2クラスに分けて指導
（60分/回×2回）

・1回目に「未来設計図」を用いて、
自身の感情と経験を振り返り
（自己肯定感を引き出す）

・2回目に「未来エッセイ」を用いて、
将来の夢やその理由を言語化

・教材は全て英進館が準備

【受講者（生徒）の声】

・進路を考える上で参考になった
・自分が唯一無二の存在だと知り、
夢も人と違っていいことを学んだ
・社会で役に立てる人になりたい



②キャリア教育（小学生）

・北小10名、南小19名でクラスを編成
（60分/回×2回）

・1回目に「未来設計図」を用いて、
自身の感情と経験を振り返り
（自己肯定感を引き出す）

・2回目に「未来エッセイ」を用いて、
将来の夢やその理由を言語化

・教材は全て英進館が準備

【受講者（生徒）の声】
・自分の夢を考えるのは楽しかった
・普段、自分がどういうことが好きか、
将来のこと等を考えたりしないので、
とてもいい機会だった
・夢の実現のためにも勉強を頑張りたい



SDGs項目 本事業との関係

地元企業と連携し、多様な新たな学びの機会を提供

（将来的には）保護者送迎負担を減らして自分時間
を確保し、新たな就労機会を創出

持続可能な子育てしやすいまちづくり

地元企業との連携を含む産学官民連携での取組み
（英進館＋ﾄﾖﾀ自動車九州、ﾄﾗｲｱﾙ、ｲｰｹｲｼﾞｬﾊﾟﾝ）

SDGsと本事業の関係



宮若市民への広報

宮若市の市報(広報みやわか)
「宮若生活」2022年11月号
で、特集記事を追加掲載して
いただきました



まとめ（アンケート結果）・・・中学生分のみ

２）本事業への参加のきっかけ１）放課後に学校で学習塾の授業受講

79%

0%
19%

2%

賛成 反対 どちらでもない 無回答

<自分自身の意思の理由>
・数学はどの教科よりも難しい
・数学が分からないから
・数学の点数を上げるため
・学校の授業で分からなくても、
2回教わることで分かりそうだから

<賛成の理由>
・家で一人で復習するより、授業
の方が分かり易い
・移動しなくていい
・塾に行く時間がない
・家の近くに塾がなく困っている

49%49%

2%

自分自身の意思 保護者・先生の勧め 友人の勧め



まとめ（今後の展望）

本事業の目的は、『子供の選択肢・将来の可能性を広げる』ことでした。

行政による事業は一定のニーズ・参加者があることが事業実施・継続の大きな要因で
あり、本事業は民間企業とのタイアップによる初の取組のため、2022年度の試行実施
段階は参加費を無償としました。（事業費は全て助成金を活用）

今回、多くの参加者があり、参加者とその保護者が公教育だけでは得難い民間指導
のメリット、有意性を享受できたことで、次年度以降の事業継続へのモメンタムを醸成
できたことを踏まえ、市役所で次年度事業の予算化ができました。
現在、次年度の実施計画を関係者で協議しています。

本事業の目的を達成するため、関係者と
共に引き続き活動を進めて参ります。

末筆となりますが、本事業を採択いただき、
過分な助成金をいただいた
(一財)九州オープンイノベーションセンター
の皆様に御礼申し上げます。




